
金融機関貸出の地域動向
「失われた10年」ともいわれるように、90年代の日本経済は総じて低迷を続けたが、これを反映
して金融機関の貸出金増加率も減少を続け、民間金融機関の貸出はここ2年程度は純減している。
しかし、地方圏を中心に貸出金を増加させている地域もあり、金融機関の地域別貸出動向は80年代
に比べて大きく変化している。
民間貸出の太宗を占める国内銀行と信用金庫の貸出金（合計）の動きを都道府県別にみると、90

年代に増加率が高かった県と低かった県は表１のようになる。増加率が高かったのは青森や岩手、
徳島といった地方圏に属する県であり、逆に、低かったのは大阪、東京、愛知などの三大都市圏に
属する県である。預金の伸びについても、青森、岩手、徳島などは上位にあり、東京、大阪、愛知
などの県が下位にある点はほぼ貸出と同様である。
これを80年代と比べると、80年代に増加率が高かったのは神奈川、東京、千葉など首都圏に属

する県であり、増加率が低かったのは青森、岩手、秋田や高知などの県であった。青森、岩手の両
県は90年代には上位の２県となっており、逆に東京都などは下位に落込むなど80年代とは逆の動
きとなっている。90年代に大都市圏の県の落込みが大きかった理由として、バブル崩壊の影響やリ
ストラを進めている大企業との取引ウェイトが高いことなどがあるのに対し、地方圏ではバブル崩
壊やグローバル化進展（空洞化）の影響が比較的少なかったこと、景気対策による公共事業拡大の
恩恵を受けてきたことなど、90年代の経済構造の変化が地方圏にプラスに働いたといった事情があ
ろう。
青森や岩手など貸出の伸びが高い県の貸出内容をみると、共通していることは、製造業向け貸出

が増加基調を保っていること、建設業や不動産業向け貸出等が伸びていること、地方公共団体向け
と個人向け貸出が高い伸びをしていることなどがある。製造業向け貸出では、青森県では食料品な
どの地場産業向け貸出が着実に伸長しており、岩手県でも食料品などの地場産業向けのほか首都圏
などから工場進出してきた電気機械業種向け貸出などが大きく伸長し、貸出の増加基調を支えてい
る。バブル崩壊や空洞化の影響が少なかったことなどのほかに、個人向け貸出の高い伸びなどにみ
られるように、地域に密着した地道な営業努力がこうした貸出の堅調さに反映しているという見方
もできよう。 （鈴木　博）
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表1　都道府県別貸出金（国内銀行＋信用金庫）増減の推移�

90�
　
年
　
代�

80�
　
年
　
代�

上位５県�
青 森 県�
岩 手 県�
徳 島 県�
茨 城 県�
大 分 県�
上位５県�
神奈川県�
東 京 都�
千 葉 県�
福 岡 県 �
栃 木 県 �

�
112.1�
121.4�
122.9�
131.8�
123.1�

�
123.1�
127.3�
119.3�
120.8�
120.9

�
140.9�
148.5�
148.7�
148.8�
142.3�

�
174.7�
187.6�
151.4�
187.7�
168.2

�
166.1�
164.1�
161.2�
153.1�
152.9�

�
283.9�
271.9�
252.7�
250.3�
245.0

�
110.4�
108.8�
117.1�
114.2�
110.7�

�
118.5�
115.4�
117.2�
118.8�
113.3

�
104.4�
105.4�
123.4�
118.0�
116.9�

�
141.3�
130.2�
141.9�
135.7�
126.7

�
98.9�
100.3�
111.1�
113.9�
116.7�

�
146.5�
147.5�
151.9�
152.7�
155.3

下位５県�
大 阪 府 �
東 京 都 �
和歌山県 �
京 都 府 �
愛 知 県 �
下位５県�
青 森 県�
岩 手 県 �
秋 田 県�
山 形 県 �
高 知 県 �

93年 9 月�

83年 3 月�

96年 9 月�

86年 3 月�

99年 9 月�

89年 3 月�

93年 9 月�

83年 3 月�

96年 9 月�

86年 3 月�

99年 9 月�

89年 3 月�
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（注）　1. 国内銀行は都銀･地銀･第二地銀･長信銀･信託（銀行勘定）の合計（80年代には第二地銀は含まれていない）。�
　　　 2. 順位は90年代は90年1～3月平均を100とする指数の99年9月数値の水準（80年代は81年1～3月平均を100とする�
　　　　指数の89年3月数値の水準）による。�


